
MOKK-solo-「f」京都公演に向けて

  

9月 11日〜13日、こまばアゴラ劇場での東京公演を好評のうちに終

えたMOKK -solo-「f」。これまで東京を中心に活動してきたMOKK

の初京都公演作品となります。従来のMOKK／村本すみれ作品とは

何層も変化し、かつ深くなったとご好評いただいた本作品を抱え、

いよいよ 10月 12日〜13日アトリエ劇研にて京都公演を行います。 

2007 年以来これまでの MOKK 作品のほとんどをご覧になっている

舞踊評論家の高橋森彦さんを進行役に、村本すみれ、上村なおか、

寺杣彩によるディープな話題満載の座談会を開きました。 

 

MOKK立ち上げから「ｆ」まで  
 
村本：これ、立ち上げの時の公演チラシです。(2007 年 project01

「frieg」)。これをきっかけに MOKK を立ち上げたんです。日大芸

術学部在学中からメンバーであるスタッフと学内外で創作活動はし

ていましたが、単独公演がやりたくて。 

高橋：現在活躍している人がたくさん出ていますね。今年のトヨタ

アワード本選に残った鈴木優理子さん、竹内梓さんもいる。 

村本：これを観ているっていう人がいると、おーっと思う。 

高橋：私が初めて観たのが 07年 12月の LABO「廃墟」。続く 08 

年 4月赤城神社境内でやった project「ましろ」以降おおかたの作品

を観ています。板橋の蓮根にあるコンテナボックス内で上演した

LABO「暗闇」や奈良県五條市で行われた LABO「古民家」等も拝

見しました。「劇場機構にとらわれない空間からの発信」を掲げてい

ますが project と LABOの性質はどう違うのでしょう？ 

村本：線引きは私のなかにしかなく、制作に怒られているんですが

(笑)、空間ありき＝LABO、私の作りたいモチーフや作品の根っこが

あって、空間を探すのが projectなんですよね。お客さんにはあまり

変わらない。どちらかというと、LABO の方がお客さんを体感させ

る要素が強いんだと思います。projectはどの作品も「祈り」の要素

が強い。個人の日常風景にはあまり興味がないのかな。 

高橋：興味がない？ 

村本：人間観というか、もっと俯瞰して捉えてしまう。現代の生き

方に興味がある人が多いのかなと思うのだけど、私はもっと普遍的

なものに視線がいってしまう。そういう意味では、作品が壮大な感

じになってしまうかも。 

高橋：寺杣さんは第 1 回公演「frieg」からほぼ全作品に参加されて

います。初期の頃のMOKKはどうだったのでしょう？ 

寺杣：その頃大学２年で、加藤みや子先生の作品しか出演経験がな

く初めての外部出演でした。会場が体育館だったからものすごく寒

くて、藁がたくさんあって(笑)。とっても刺激が強くて、ただただ必

死にやってきたような気がする。すみれさん自身も初めてだったか

ら手探りだっただろうし必死だった。最後までどうしよう！って考

えたり、このシーンは…とか。でも、それって「ｆ」をやっている

今でも変わらない(笑)。LABOでは、お客さんの反応を観てアプロー

チを変更したり、現地で決めることが多いので、勇気というか、「し

たたか」さがものすごく身についたような気がする。 

一同：なるほど〜。 

村本：それが今回の作品に繋がっているんだね。 

	
 	
 	
 	
 	
 	
  

「f」創作の動機、浮上する三者三様の性と生  
 
高橋：10年 6月、代々木の東京キリストの教会で行われた project 

「LAURA」を最後に一時活動休止されますが、再開第一作となった

今年 1月の「Humming」から「ｆ」へと至るきっかけは？ 

村本：「Humming」からソロシリーズを始めたのですが、チラシに

書いたテキストに「一遍の詩が宇宙のように広がる」というのがあ

ります。そこで生まれ出てくるもののイメージとして唄声があり

「Humming」を作りました。その次に自分がテーマにし得るものは

何かと考えたとき、「エロス」だったんですよね。 

高橋：エロス！ 

村本：でも、スタッフと稽古前にブレストを繰り返していくうちに

「お前の言ってるエロスはエロスじゃない」と言われて(笑)。スタッ

フ全員私以外は男性だったんですよ。5 対 1 で、男性を相手に私が

エロスを語るという状況。その時「存続とか繁殖とか続いていくも

の」と言われましたね。そうやってテーマが固まっていきました。 

高橋：リハーサルはどのように進めたのですか？ 

村本：最初はずっと彩と、その後、松尾、なおかさんとリハを一人

ひとりとやっていきました。話してるだけで終わった日もあった。

例えば、生理中にイライラしたり、外に出たくなくなったり、人を

避けたりすることってホルモンが個体を繁殖へと向かわせるために、

あえて肉体にプログラムされている働きだと思ったときに、「輪廻」

を感じたんですよね。今回の出演者は年齢が違います。実は私は今

のところ子供を産むつもりはなく、彩はこれから生むであろう、と。

そして、なおかさんはこれから産めなくなっていく可能性も高まる

だろう、と。松尾は…分からない(笑)。それぞれ異なるなか、プログ

ラムされている肉体の意識と、それぞれ自身が選択する道筋みたい

なものをやっていきたいとは伝えました。 

	
 	
 	
 	
 	
 	
  松尾恵美 

 

１０月１２日(金)・１３日(土)アトリエ劇研  



 

高橋：三者三様ってところが興味深かったし、三者三様それぞれの

性と生が立ち上がり浮き彫りになってくるのを実際に感じました。 

村本：3 人に意味はなかったけど、１つではなく、いくつかの道標

を見せたかったんですよね。でも、3つが限界(笑)。産む、産みたく

ない、産めない、という選びとる 3 つの答えというのはちょっと考

えていたのかもしれません。 

 

京都公演にむけて、松尾恵美という存在  
 

高橋：京都公演の抱負を。地元在住の松尾さんが２回出演しますね。 

村本：松尾は二人に比べて稽古日数が少なかったのですが、10月に

は京都芸術センターでしっかり作り込む時間があるし楽しみです。

ワークショップも開催します。東京より一回り小さい空間ですが、3

人の肉体をより深めていきたいですね。東京公演でも課題はありま

したし(笑)、到着点は無さそう。「今日は今日の戦いを」と言って毎

回送り出していたので、そこは京都でも変わらないです。 

寺杣：東京公演では自分のなかで筋書きを立ててやってきたけれど、

お客さんがいたら波立って遠くにふっとんでしまうようなところが

多々あったんです。さらにしっかりとした軸を作っていかないと、

さらわれちゃう危険があると思いました。 

村本：よく松尾と彩に話していたんだけど、自分が火花の散ってい

る身体だとして、どんな色があってもいいけれど自身が火花になっ

てしまってはいけないんだ、と。身体自体が花火になってしまって

は、その軸が無くなってしまう。 

高橋：軸がブレることへの恐れはある？ 

寺杣：やはり自分の作品でないから。すみれさんの作品をソロで踊

る責任は大きいなと思います。 

上村：すみれさんは芯がしっかりあるのが良い。それをもっともっ

と掘り下げたい。作品なり身体の軸をしっかり強く持つことで、自

由なところが深くできる。抽象的かもしれないけど船のイカリのよ

うに船底に沈められたら一番だと思います。だからもう一度京都で

公演できることは嬉しいですね。 

高橋：寺杣さんは村本さんと共同作業をずっとしてきた仲間だから

こそ、できるってところはあるのでは？ 

寺杣：意識はしてないけど、あると思う。 

 

 

(左から)村本すみれ、寺杣彩 

  
上村なおか 

 

高橋：いっぽう、初参加の上村さんが村本さんの思い描く世界に素

直に入ったうえで独自の深い表現ができるのもさすがでしたね。京

都公演で松尾さんに期待するところは？ 

村本：東京公演ではうまくいったところと、そうでなかったところ

はある。でも、その不安定さがおもしろいし美しかったりする。ス

タッフ内でも松尾のゲネを観て「うるっときた」って人がいたんで

すよね。それだけ振幅度が大きいからこそ共有感が強まるとすごい。

だから私もそれを引き上げたいし、可能性がたくさんあって楽しみ。 

高橋：彼女はどこかふっと浮いているというか質感が違う……。 

村本：3人のなかでは最も人間以外の生き物のよう。 

高橋：そうそう。不思議な生き物を見た！って思った。 

寺杣：ヘビみたい 

上村：映画「スピーシーズ」に出てくる新しい生き物みたい。 

高橋：珍獣が一人くらいいてもいいかも(笑)。 

寺杣：でも普段話してるときと全然違う。 

上村：身体の強さの切り口が鮮やかで面白いですね。 

高橋：村本作品の世界観からすると、ちょっと異質の存在かも。 

村本：もっと深められると思いますし、その打ち合いを出せるかな。

楽屋だと 3 人の中では一番人間ぽくって元気だよね。周りに目がし

っかり向いていて、現場を元気にするエネルギーがあるんですよ。 

高橋：「なでしこジャパン」じゃないけれども、結果的に 3人の特性

が活きて連帯感のあるキャスティングになったんですね。 

一同：そっかー。 

高橋：京都では松尾さんにホスト役になってもらってください(笑)。  

 

 

完全収録バージョンは MOKK Web siteにて配信！  

 http://www.mokk.cc/   企画・発行：MOKK	
 info＠mokk.cc 

【公演情報】MOKK -solo-「ｆ」	
 アトリエ劇研提携公演	
  

10月 12日[金]	
 20:00 (松尾)  

10月 13日[土]	
 11:00(寺杣) ／ 14:00 (松尾)／ 18:00(上村) 

※スタンディング自由・日時指定・整理番号付  

前売：2,500円	
 ペア：4,000円	
 (当日	
 3,000円)	
 学生：2,000円 



  


